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【研究の背景・目的】 
2015 年 9 月 15 日に米国の重力波観測施設 LIGO

によって、史上初となる重力波の直接検出が実現した。
人類は「重力波」という宇宙観測の新たな手段を獲得
したため、「重力波」と「電磁波」の連携観測によっ
て、未だ誰も実現したことのない宇宙物理学を展開で
きるはずである。特にブラックホールが形成する瞬間
や、その周辺環境で生じる現象など、強い重力場にお
ける物理学の理解が飛躍的に進むだろう。 
 しかしながら、重力波の観測だけでは方向決定精
度が不十分なため、電磁波で輝く天体を発見するこ
とが困難な状況である。本研究では、重力波観測が
本格化する 2018 年頃に、広視野 X 線撮像検出器と
ガンマ線トリガーシステムを搭載した超小型衛星を
打ち上げ、重力波の発生と同期した突発天体の発見
を目指す。X 線・ガンマ線天体の発見情報を迅速に
通報し、可視光・赤外線・電波などのあらゆる波長
帯での追観測を展開することで「重力波天文学」と
いう新たな学術分野の創成・発展に貢献する。 

 
【研究の方法】 

電磁波観測の中でも、X 線観測は全天の 1/10 以上
の領域を網羅する超広視野観測を実現できるため、
重力波が発生した瞬間を同時に観測できるという特
徴がある。本研究では、我々がこれまでに開発を進
めてきた広視野 X 線撮像検出器（図 1）やガンマ線
トリガーシステムの衛星搭載モデルを開発する。 
また、本研究による突発天体の発見をいち早く通

報するシステムを導入し、地上・宇宙の大型観測施
設による追観測を行うことで、より詳細で多様な観
測データを取得する環境を構築する（図２）。 

 

【期待される成果と意義】 

重力波発生源のひとつである連星中性子星の衝
突・合体では、一気にブラックホールを形成する場
合や、大質量の強磁場中性子星を経由する場合など
が想定されている。本研究による重力波と X 線・ガ
ンマ線の検出時間の差などから、ブラックホールの
形成過程を、初めて観測的に議論できるようになる。
また、ブラックホールから放出する相対論的な速度
を持ったジェットのエネルギー源が、ニュートリノ
であるか磁場エネルギーであるかを解明できる可能
性もあり、重力波観測と連携した全く新しい宇宙物
理学を展開できるようになる。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 28 年度－32 年度 140,800 千円 
   

【ホームページ等】 
http://astro.s.kanazawa-u.ac.jp/~yonetoku/ 

  yonetoku@astro.s.kanazawa-u.ac.jp 

 

図２ 本研究の全体像を示した図 

 
図１ 広視野 X 線撮像検出器のプロトタイプモデルの写真。 
   本研究では衛星搭載モデルを完成させる。 


